




















＋LIVE録画西宮上ケ原

月 日 時間 講座内容

日
商
簿
記
３
級
講
座

4月

19日(金)

18：50～21：30

簿記  オリエンテーション、簿記3級講義①
22日(月) 簿記  簿記3級講義②
24日(水) 簿記  簿記3級講義③
26日(金) 簿記  簿記3級講義④
29日(月) 簿記  簿記3級講義⑤

5月

1日(水) 簿記  前半復習講義
8日(水) 簿記  簿記3級講義⑥
10日(金) 簿記  簿記3級講義⑦
13日(月) 簿記  簿記3級講義⑧
15日(水) 簿記  簿記3級講義⑨
17日(金) 簿記  簿記3級講義⑩
20日(月) 簿記  後半復習講義
22日(水) 簿記  総まとめ講義
24日(金) 簿記  過去問対策①
27日(月) 簿記  過去問対策②
29日(水) 簿記  的中答練①
31日（金） 簿記  的中答練②

6月

3日（月） 簿記  的中答練③

公
認
会
計
士
入
門
講
座

11日(火)

18：50～21：30

会計   オリエンテーション：関学から始める“公認会計士”へのはじめの一歩  関学出身合格者に聞く『公認会計士の仕事内容とその魅力とは？』

18日(火) 会計  簿記から繋がる「会計学、基本の”き”」①～財務会計論～
25日(火) 会計  簿記から繋がる「会計学、基本の”き”」②～管理会計論～

7月
2日(火) 会計  公認会計士の独占業務「監査」を知る
9日(火) 会計   租税法から見る「会計のプロフェッショナル比較」

募集定員

募集締切

受 講 料

本講座終了後、受講生は協力校であるTAC株式会社の各校において、公認会計士講座（2025年・2026年目標）の各種本科生コースを特別割引料金にて受講することができます。

●公認会計士入門講座（日商簿記3級講座付コース）：20名
●公認会計士入門講座：10名
●公認会計士入門講座（日商簿記3級講座付コース）：4月10日（水）
●公認会計士入門講座：5月31日（金）
●公認会計士入門講座（日商簿記3級講座付コース）：在学・卒業生  19,400円／一般  33,900円
●公認会計士入門講座：在学・卒業生  5,900円／一般  9,400円（全て教材費を含む）

参考

公認会計士
入 門 講 座

公認会計士入門講座
＜日商簿記3級講座付コース＞

　「会計監査のプロフェッショナル」それが、公認会計士です。
　「会計」に携わる資格の中で、公認会計士は最高峰に位置し
ます。仕事内容は独占業務の「財務諸表監査」をはじめ、財務・
経理、株式公開支援、会計コンサルティングなど多岐にわたり
ます。また、税理士として登録することが可能なため、業務内容
は監査のほかにも税務、コンサルティング等非常に多岐にわ
たり、多くの活躍の場が期待できる資格です。公認会計士の業
務の拡がりや、試験科目には法律科目が含まれていることか
らも商学部生、経済学部生に限らず、所属学部がどの学部で
あっても公認会計士になれる可能性があります。

〔公認会計士とは？〕
　本講座は公認会計士を目指す方はもちろん、興味はあるが学習方法や内容がよくわからないという方
にも、安心して公認会計士試験の受験勉強が始められるように作られた「入門編」講座です。
　『公認会計士入門講座』では各試験科目の概略説明、今後の学習内容や学習方法についてのアドバイス
を現役の会計士講師がご提供します。
　会計・簿記の初学者を想定して、公認会計士試験の最重要科目である簿記の基本を先に学習する『公認
会計士入門講座（日商簿記3級講座付コース）』もご用意しています。
　本講座で基礎固めをした後、他の試験科目を含めて引き続き学習を進めていけば、2026年の公認会
計士試験に合格することも夢ではありません。

〔講座概要・特色〕

日本経済を支える財務会計のプロを目指す。

【実施時期】
年2回（第1回12月上旬、第2回5月下旬）実施
【出題形式】
マークシートによる択一式試験
【試験科目】
●財務会計論（簿記・財務諸表論ほか）●監査論
●管理会計論（原価計算ほか）●企業法（商法ほか）
【採点・合否判定】
●1科目ごとではなく4科目の総点数で合否判定
●合格基準は総点数の70％を基準として公認会計士・監査
　審査会が相当と認めた得点比率（1科目でもその満点の
　40％に満たない科目があれば不合格となることがある）
●免除科目がある場合の合否判定は「免除科目を除いた
　他の科目の合計得点の比率」により判定
●短答式試験合格者は、以降2年間短答式試験免除

短答式試験
【実施時期】
年1回（8月中下旬）実施
【試験科目】
●会計学（財務会計論及び管理会計論）●監査論
●企業法（商法ほか）●租税法（法人税法ほか）
●経営学、経済学、民法、統計学から1科目選択
【採点・合否判定】
●1科目ごとではなく、5科目で合否判定
●52％以上の得点比率を基準として公認会計士・監査審
　査会が認めた得点比率（1科目でも得点比率が40％に　
　満たない科目がある場合、不合格となることがある）
●免除科目がある場合の合否判定は「免除科目を除いた　
　他の科目の合計得点の比率」により判定
●不合格者の中で、一部の科目で相当の成績を得たと認め
　られる者は、以後2年間の論文試験の当該科目を免除

論文式試験

合 格

短答式試験に
合格すると、そ
の年だけでな
く以降2年間
の試験の短答
式試験が免除
になります。

受験科目全体で
合格基準に達し
ている場合

合
格

不
合
格

試験合格者

一 

部
科
目
合
格

受験科目全体で
合格基準には達
していないが、一
部科目で科目合
格基準点を超え
た場合

翌年に残りの
科目のみ受験
でOK！
※科目合格の実
　績は2年間有効

受験科目全体で
合格基準には届
かず、各科目でも
合格基準以下で
ある場合

論文式試験
から受験

■ 協力：TAC株式会社

①受験資格の制限はありません！どなたでも受験できます。
　現行の公認会計士試験制度は、受験資格の撤廃や科目合格制度の導入等により、「学
校や仕事との両立がしやすくなり、チャレンジしやすい試験」になりました。試験は短答式
試験と論文式試験に分かれており、短答式試験の合格者または免除者が論文式試験を受
験することができます。

②短答式試験に合格すると、以後2年間は短答式試験が免除されます。
　（論文式試験から受験可能）
　短答式試験は年2回、5月および12月に実施され（予定）、一度合格すると合格発表の
日より2年間は短答式試験が免除されます。短答式試験に合格すれば、その合格した年を
含め論文式試験を3回受験することができることになります。論文式試験は年1回、8月に
実施され（予定）、一括合格制を前提としていますが、成績が優秀な一部の科目について
は、それ以降2年間免除されます（科目合格）。

③論文式試験が不合格の場合でも、一部科目合格制度により、合格した論文科目は以後
2年間試験免除

　2022年の合格者は1,456名で、公認会計士の活躍のフィールドは今後も拡大する傾
向にあります。

〔公認会計士試験の概要〕～チャレンジしやすい試験制度！～

公認会計士・監査審査会　
https://www.fsa.go.jp/cpaaob/参考

〔カリキュラム・スケジュール〕

※年度により変更になる可能性があります。ホームページ等で必ず最新情報を確認してください。

※公認会計士入門講座（単科）の開講日は、6/11（火）です。

※受講される方は、必ず【 講座説明会】 にご参加ください。

募集締切

4/10
募集締切

5/31

受講を検討される方は、必ず【講座説明会】にご参加ください。!
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＋LIVE録画西宮上ケ原

　税理士試験の必須科目である商業簿記の論点をまとめて学習する内容となって
います。また、各試験科目の概要説明、学習内容や学習方法についてのアドバイス
のほか、現役の税理士講師による税理士業務の実情などさまざまな情報提供もい
たします。
　『税理士入門講座』は日商簿記3級合格者または合格レベルの知識を有している
方を想定した講座内容です。日商簿記3級の学習から始めたい方は、『税理士入門
講座（日商簿記3級講座付コース）』を受講してください。

　「適切な納税や税金の申告をサポートするプロフェッショナル」それが、税理士で
す。税理士は依頼人からの「税金の申告をしたい・申告書類を作ってほしい・節税な
どの相談をしたい」などの要望に応じて、納税額の計算をしたり、「節税」について
コンサルティングをおこないます。税金に関する制度は社会情勢とともに変化しま
すし、消費税・所得税・相続税・法人税などの税の種類や分類、毎年の法律の改正に
より課税要件が複雑になるケースが多いため、専門知識をもつ「税理士」が欠かせ
ません。税理士資格は、独立開業、勤務税理士、コンサルティング、企業内税理士、国
際税務等のさまざまな分野･地域で活用できる価値ある資格なのです。

〔税理士の仕事〕 〔講座概要・特色〕

税  理  士
入門講座

税 理 士 入 門 講 座
＜日商簿記3級講座付コース＞

「情報提供型」税務のプロを目指す。

〔カリキュラム・スケジュール〕

■ 協力：TAC株式会社

〔税理士試験の概要〕

1.学識によるもの

2.資格によるもの

3．試験科目

●大学、短大又は高等専門学校を卒業した者で
　社会科学に関する科目を1科目以上履修した者
●大学3年次以上の学生で
　社会科学に関する科目を含め62単位以上を取得した者
※受験資格の3年次以上とは受験申込時（毎年5月中旬～下旬）での判定
となりますので同資格にある必須単位数を2年次終了時点で取得する
見込みがあれば、2年次の9月から税理士受験科目の学習を開始する
のが一般的です。

●日本商工会議所主催簿記検定試験１級合格者
●（社）全国経理教育協会主催簿記能力検定試験上級合格者

税理士試験の大きな特徴は、全11科目から5科目を自由に選択できる科目選
択制度（必須科目・選択必須科目あり）と1科目ずつ受験することができる科目
合格制度です。全5科目は何年かけて取得してもかまいませんが、大学生や税
理士試験に専念している人の標準学習期間は2～5年となっています。

■主な変更点
①会計科目の受験資格が不要（どなたでも受験が可能に！）
②税法科目の学識による受験資格が拡充（１科目以上の履修が必要な科目が

「法律学又は経済学」から「社会科学」に変更）

会計科目

税法科目

必須簿記論・財務諸表論
所得税法・法人税法
相続税法・国税徴収法・消費税法 又は 
酒税法・住民税 又は 事業税・固定資産税

いずれか1科目を選択必須
いずれか2科目選択（ただし、消費税法と酒税法はいずれか
1科目しか選択できません。住民税と事業税も同様です。）　

国税庁税理士試験情報
https://www.nta.go.jp/taxes/zeirishi/zeirishishiken/zeirishi.htm参考

【試験の概要】
※税理士入門講座（単科）の開講日は、6/14（金）です。

月 日 時間 講座内容

日
商
簿
記
３
級
講
座

4月

19日(金)

18：50～21：30

簿記  オリエンテーション、簿記3級講義①
22日(月) 簿記  簿記3級講義②
24日(水) 簿記  簿記3級講義③
26日(金) 簿記  簿記3級講義④
29日(月) 簿記  簿記3級講義⑤

5月

1日(水) 簿記  前半復習講義
8日(水) 簿記  簿記3級講義⑥
10日(金) 簿記  簿記3級講義⑦
13日(月) 簿記  簿記3級講義⑧
15日(水) 簿記  簿記3級講義⑨
17日(金) 簿記  簿記3級講義⑩
20日(月) 簿記  後半復習講義
22日(水) 簿記  総まとめ講義
24日(金) 簿記  過去問対策①
27日(月) 簿記  過去問対策②
29日(水) 簿記  的中答練①
31日（金） 簿記  的中答練②

6月

3日（月） 簿記  的中答練③

税
理
士
入
門
講
座

14日(金)

18：50～21：30

税理
 オリエンテーション：関学から始める“税理士”へのはじめの一歩

　　　関学出身合格者に聞く『税理士の仕事内容とその魅力とは？』

21日(金) 税理  税理士入門① 簿記論の概要
28日(金) 税理  税理士入門② 財務諸表論の概要

7月
5日(金) 税理  税理士入門③ 法人税法／所得税法の概要
12日(金) 税理  税理士入門④ 相続税法／消費税法の概要

税法科目

簿
　
記
　
論

財
務
諸
表
論

固
定
資
産
税

法
人
税
法

所
得
税
法

相
続
税
法

酒
　
税
　
法

事
　
業
　
税

住
　
民
　
税

国
税
徴
収
法

消
費
税
法

必須2科目 いずれか1科目以上 2科目または1科目選択

会計科目

試験科目（全11科目）

必 須 選択選択必須

or
い
ず
れ
か
１
科
目
し
か

選
択
で
き
ま
せ
ん
。

or
い
ず
れ
か
１
科
目
し
か

選
択
で
き
ま
せ
ん
。

本講座終了後、受講生は協力校であるTAC株式会社の各校において、税理士講座（2025年・2026年目標）の各種本科生コースを特別割引料金にて受講することができます。

受 講 料 ●税理士入門講座（日商簿記3級講座付コース）：在学・卒業生  19,400円／一般  33,900円  
●税理士入門講座：在学・卒業生  5,900円／一般  9,400円（全て教材費を含む）

募集定員 ●税理士入門講座（日商簿記3級講座付コース）：20名
●税理士入門講座：10名

募集締切 ●税理士入門講座（日商簿記3級講座付コース）：4月10日（水）
●税理士入門講座：5月31日（金）

参考

【 受 験 資 格 】 令和5年度試験から受験資格が変わっています。

募集締切

4/10
募集締切

5/31

※受講される方は、必ず【 講座説明会】 にご参加ください。

受講を検討される方は、必ず【講座説明会】にご参加ください。!
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□ （e-learningを除く）全ての講座において、協力会社が講座開講に向けての
　  オリエンテーションを対面〈ハイフレックス型〉にて実施します。

《講座担当の協力会社》からの開講オリエンテーション4

●授業の開講曜日・時限とは異なる日時に実施する場合があります。出席が難しい場合は、
　後日オンデマンドで視聴可能ですのでご安心ください。
●受講に向けて今後の学習計画や目標・ゴール設定をする機会にしてください。
　講座担当者が計画的な学習をサポートします。
●同じ目標に向かって切磋琢磨するクラスメイトとの顔合わせの機会にしてください。
●なお、講座(授業)初日にオリエンテーションを設ける場合もあります。

注意

e-mail

申し込み開始日

2024年3月1日（金）申込開始〈申込はオンラインのみ〉

受講までの流れ

受講開始5

□ パンフレットやホームページで興味がある講座を探してください。　
□ オンラインガイダンス、講座説明会に積極的にご参加ください。
□ 講座のスケジュール、募集締切や注意事項を事前にご確認ください。
□ ご不明な点は、事前に教務機構へお問い合わせください。
□ 受講に悩んでいる場合は、窓口や電話、e-mailで気軽にご相談ください。

エクステンションプログラム講座に関する情報収集1
卒業生・一般の方へ

卒業生・一般の方も講座の申込が可
能です（一部講座を除く）。ただし、申
込多数の場合は、在学生を優先させ
ていただきます。ご了承下さい。

□ 一部の講座について、講座担当の協力会社から開講前に講座に関する詳細を
　 直接e-mailでご案内する場合があります。
□ 担当者からの案内に沿って、事前に受講の準備を進めてください。
　 なお、質問がある場合はe-mailで担当者に直接確認するようにしてください。

●対面授業の教室情報については、教務機構から開講日前日までにe-mailでご案内します。
●オンライン授業の詳細については、講座担当の協力会社から受講開始日前日までに直接e-mailでご案内します。

注意

《講座担当の協力会社》からの開講前案内3

オンライン申込・決済2
□ 本学「エクステンションプログラムホームページ」の申込専用ページから申込んでください。
　 《❶エクステンションプログラム申込サイト》
　https://www.kwansei.ac.jp/lifelonglearning/extension/entry
　 ＊右記「QRコード」を読み込んでいただきアクセスすることも可能です。
□ 決済（お支払手続）が完了したら、申込完了となります。
□ 申込・決済完了後、ご登録のメールアドレス宛に申込完了通知メールが送信されます。

●決済完了後24時間以内に申込完了通知メールが届かない場合は、教務機構までご連絡ください。
●ドメイン＠kwansei.ac.jpからのe-mailが受け取れるようにあらかじめ設定をお願いします。
●募集締切後、教務機構からご連絡させていただく場合があります。

注意
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教務機構（西宮上ケ原キャンパス G号館1階）
●専用電話:0798-54-6900 （平日）8:50～16:50　●e-mail:extension@kwansei.ac.jp相談窓口

ホームページ

ホームページパンフレット

対面〈ハイフレックス型〉

e-mail

神戸三田西宮上ケ原 オンデマンド e-learning同時双方向 アプリ

申し込み開始日
受講講座オンライン申込・決済について

申込

決済

申込・決済完了

クレジットカード決済 コンビニ決済［現金払い］
ご利用内容

お支払い手続き
コンビニ

コンビニ名でお支払いの場合

払込票番号
お支払い期限

税送料
￥○○,○○○

利用金額
￥○○,○○○

合計
￥○○,○○○

●必要事項をご入力のうえ
　　　ボタンをクリックし
てください。

〈利用可能なカードブランド〉
　VISA、MASTER、JCB、AMEX、DINERS

次へ

●申込・決済が完了すると、24時間以内にご登録のメールアドレス宛に申込完了通知メールが届きますので、必ずご確認ください。
　決済完了後24時間が経過しても、申込完了通知メールが届かない場合は、教務機構までご連絡ください。

ご利用内容

お支払い手続き
クレジットカード

クレジットカード番号

次へ

有効期限（月） 有効期限（年）

セキュリティコード
支払い方法

合計
￥○○,○○○

❶申込専用ページ(P.4「２オンライン申込・決済」ご参照)の申込用ボタンを
クリックし、「講座一覧」へ進んでください。

❷「講座一覧」より受講を希望する講座を選び　　 ボタンをクリックして
ください。

　 ※「申込」ボタンを押して講座詳細を確認することができます。
　     （「戻る」ボタンで「講座一覧」へ戻ることができます）

❸「講座詳細」画面に表示された内容について、受講を希望する講座に相
違ないかご確認のうえ　　　　　　　 ボタンをクリックしてください。

　 ※特に講座名および「在学生」「卒業生」「一般」の区分に誤りがないかご確認ください。

❹「講座申込フォーム」に必要事項をご入力のうえ　　　　　 をクリック
してください。

　 ※「受講に関する注意事項」は必ずご確認ください。
　 ※5分以上経過すると確認完了できずにエラーとなり、申込手続を再度(最初から)

　やり直す必要があります。

●表示された内容をご確認のうえ    　　　　　ボタンをクリックしてください。

申込

確認画面へ

決済画面へ

●受講対象（在学生、卒業生、一般の方）で受講料が異なりますので、申込の際は必ずご確認ください。

※コンビニ決済にはシステム利用料が発生します。システム利用料は「税送料」の欄に表示されます。
　（クレジットカード決済の場合、システム利用料はかかりません。）
※「メールアドレス」が『任意』となっていますが、ご入力がないと決済に関する情報（決済に必要なコード番号）

がお手元に送信されませんので、必ずご入力ください。
※コンビニ決済に必要なコード番号の有効期限（お支払期限）は、

2日後の23:59までとなります。期限を過ぎるとコード番号が
無効となり、決済が完了できなくなりますのでご注意ください。
なお、コードが無効となった場合は申込手続が自動的にキャン
セルされます。申込を希望される場合は、再度（最初から）申込
手続を行ってください。

ご利用内容

お支払い手続き
コンビニ

利用するコンビニ

次へ

氏名 フリガナ

電話番号
メールアドレス

税送料
￥○○,○○○

利用金額
￥○○,○○○

合計
￥○○,○○○

❶
❷

講座申込フォーム
講座名称

受講対象

授業形態

「受講に関する注意事項」への同意

メールアドレス

携帯電話番号

氏名 姓
名

確認画面へ

1 2

講座一覧

申込
申込

検索

講座詳細

講座申込フォームへ

講座一覧へ戻る
❸

❹

❷

ATM

お支払い期限までに
指定のコンビニで
受講料をお支払い
ください。

●途中で画面を閉じた場合やエラーが表示された場合、あるいは決済画面遷移後に決済方法の変更を希望する場合は、
　再度(最初から) 申込手続を行ってください。

講座申込フォームへ

決済方法は「クレジットカード」または「コンビニ」が選択可能です。
※現金払いをご希望の方は、コンビニ決済をご選択ください。

❶必要事項をご入力のうえ　　　ボタンをクリックしてください。
❷画面に表示されるコード番号をお手元にご用意のうえ２日以内に指定のコンビニで
受講料をお支払いください。

次へ

〈利用可能なコンビニ〉 　セブンイレブン、ファミリーマート、ローソン、セイコーマート、ミニストップ
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